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2000 年鳥取県西部地震震源域におけるバイブレータ震源を用いた地殻構造探査 
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鳥取県西部地震の震源域における不均質構造を解明するために，オフラインレコーダを用いた稠密余震観測が

震源域とその周辺で行なわれた．詳細な地殻内不均質構造を把握する為には，制御震源からの地震波を観測するこ
とが重要である．そこで震源域においてバイブレータ震源の繰り返し発震を行ない，オフラインレコーダと地震探
鉱器を用いたケーブルテレメータシステムで観測した．オフラインレコーダで得られた記録は連続記録である為，
まず発震時刻を基に垂直重合処理を行ない，次に重合後の波形に対し震源波形との相関処理を行なった．相関処理
後の波形や地震探鉱器により収録されたショットギャザー記録では初動および後続波が確認できる． 
 
 
1．はじめに 
２０００年 1０月６日に発生した鳥取県西部地震（Ｍj７．３）の余震活動と震源域における不均質構造を解明

するために，地震発生直後からオフラインレコーダを用いた稠密余震観測が震源域とその周辺で行なわれた．この
観測は，地震直後の地殻の状態と，その後の変化を調べることも念頭においたものであった．詳細な地殻内不均質
構造を把握する為には，制御震源からの地震波を観測することが重要である．そこで，２０００年１１月２９日か
ら１２月３日にかけて鳥取県西部地震の震源域でバイブレータ震源の繰り返し発震を行なった．バイブレータ震源
からの信号は，震源域とその周辺に設置していたオフラインレコーダで観測された．また，新たに推定震源断層を
横断するような測線を設定し，ケーブルテレメトリシステムを用いた観測も行なった．本講演では探査の概要と得
られた記録について報告する． 
 
２．観測 
 大型バイブレータ（2-4 台）の発震は，スイープ長 20 秒，スイープ周波数６-３０Hz で行なった．発震は鳥

取県西部地震の震央を中心とする半径約 20km の円内で，震央を囲むように 5ヶ所で行なった（ＶＰ1：島根県伯太
町安田山形，ＶＰ２：会見町，ＶＰ3：西伯町，ＶＰ4：日南町，ＶＰ５：日野町）．各発震地点での発震回数は 100
回である．また，西伯町，緑水湖脇の下中谷から能竹を経て八金に至る約５ｋｍの区間には，推定震源断層を横断
するような配置で地震探鉱器を用いたケーブルテレメトリ観測測線を設定し，オンライン受振点を 50ｍ間隔で展
開した．受振器は固有周波数 10Ｈｚの上下動地震計を使用した．探鉱器はＧＤＡＰＳ-4 を使用し，収録は 110ch，
サンプリングは 250Hz で行なった．このケーブルテレメトリ観測測線上の６ヶ所でもバイブレータの発震を行なっ
た．各発震地点での発震回数は３０回である．なお１１月２９日と３０日の夜間は，地震探鉱器を用いた余震観測
を断続的（６０秒観測，２０秒休みの繰り返し）に約１時間実施した． 
 
３．データ 
オフラインレコーダで得られた記録は連続記録である為，まず発震時刻を基に垂直重合処理を行なった．重合

回数は 30-100 回である．次に重合後の波形に対し震源波形との相関処理を行なった．この様な処理を鳥取県西部
地震の震源域周辺に設置したオフラインレコーダで得られた記録に対して行なった．相関処理後の波形では，初動
及び後続波が確認できる．後続波は地震探鉱器により収録されたショットギャザー記録でも確認でき，例えば VP
３の記録では，初動到達後の約 4秒後や 6秒後に明瞭な反射イベントが確認できる． 
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